
保健体育科　観点別評価規準
体育編１章　運動やスポーツの多様性（３時間）
体育編　第１

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
の

必
要
性
と
楽
し
さ

運動やスポーツは，体を動かしたり健康を維持し
たりするなどの必要性や，競い合うことや課題を達
成することなどの楽しさから生みだされ発展してき
たことを理解している。

運動やスポーツの必要性と楽しさ
について，自己の課題を発見し，よ
りよい解決に向けて思考し判断する
とともに，他者に伝えている。

運動やスポーツの必要性と楽しさ
についての学習に積極的に取り組も
うとしている。

②
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
へ

の
多
様
な
関
わ
り
方

運動やスポーツには，行うこと，見ること，支え
ることおよび知ることなどの多様な関わり方がある
ことを理解している。

運動やスポーツへの多様な関わり
方について，自己の課題を発見し，
よりよい解決に向けて思考し判断す
るとともに，他者に伝えている。

運動やスポーツへの多様な関わり
方についての学習に積極的に取り組
もうとしている。

③
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ

の
多
様
な
楽
し
み
方

世代や機会に応じて，生涯にわたって運動やス
ポーツを楽しむためには，自己に適した多様な楽し
み方を見付けたり，工夫したりすることが大切であ
ることを理解している。

運動やスポーツの多様な楽しみ方
について，自己の課題を発見し，よ
りよい解決に向けて思考し判断する
とともに，他者に伝えている。

運動やスポーツの多様な楽しみ方
についての学習に積極的に取り組も
うとしている。

保健編１章　健康な生活と病気の予防（５〜６時間）
体育編　第１

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



①
健
康
の
成
り

立
ち

健康は，主体と環境の相互作用の下に成り立って
いること，疾病は，主体の要因と環境の要因が関わ
り合って発生することを理解している。

健康の成り立ちについて，課題を
発見し，その解決に向けて思考し判
断しているとともに，それらを表現
している。

健康の成り立ちについての学習に
自主的に取り組もうとしている。

②
運
動
と
健
康

運動には，体の各器官のはたらきを刺激し発達を
促す効果や，気分転換ができること，体力が向上す
ることなどの効果があることを理解している。ま
た，健康の保持増進には，適切に運動を続ける必要
があることを理解している。

運動と健康について，課題を発見
し，その解決に向けて思考し判断し
ているとともに，それらを表現して
いる。

運動と健康についての学習に自主
的に取り組もうとしている。

③
食
生
活
と
健

康 毎日の食生活は健康に深く関わっていること，ま
た，毎日適切な時間に食事をすること，年齢や運動
量によって栄養素のバランスや食事の量に配慮する
ことが必要であることを理解している。

食生活と健康について，課題を発
見し，その解決に向けて思考し判断
しているとともに，それらを表現し
ている。

食生活と健康についての学習に自
主的に取り組もうとしている。

④
休
養
・
睡
眠

と
健
康

休養や睡眠には，心身の疲労を回復し，健康な状
態を維持する効果があること，また，健康の保持増
進には，適切に休養・睡眠をとる必要があることを
理解している。

休養・睡眠と健康について，課題
を発見し，その解決に向けて思考し
判断しているとともに，それらを表
現している。

休養・睡眠と健康についての学習
に自主的に取り組もうとしている。

⑤
調
和
の
と

れ
た
生
活

健康の保持増進には，年齢，生活環境等に応じた
運動，食事，休養・睡眠の調和のとれた生活を続け
る必要があることを理解している。

調和のとれた生活について，課題
を発見し，その解決に向けて思考し
判断しているとともに，それらを表
現している。

調和のとれた生活についての学習
に自主的に取り組もうとしている。

保健編２章　心身の発達と心の健康（10～11時間）
体育編　第１

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



①
体
の
発
育
・

発
達

体の発育・発達には，各器官が急速に発育し，機
能が発達する時期があること，体の発育・発達の時
期や程度には，個人差があることを理解している。

体の発育・発達と個人差につい
て，課題を発見し，その解決に向け
て思考し判断しているとともに，そ
れらを表現している。

体の発育・発達と個人差について
の学習に自主的に取り組もうとして
いる。

②
呼
吸
器
官
・
循
環
器

官
の
発
育
・
発
達

呼吸器官・循環器官が発育・発達すると，１回の
呼吸で交換できる酸素と二酸化炭素の量が増えた
り，心臓の収縮する力が強くなったりすること，中
学生の時期は適度な運動を行うことによって呼吸器
官・循環器官がよりよく発達することを理解してい
る。

呼吸器官・循環器官の発育・発達
のしかたや中学生の時期の生活のし
かたについて，課題を発見し，その
解決に向けて思考し判断していると
ともに，それらを表現している。

呼吸器官・循環器官の発育・発達
のしかたや中学生の時期の生活のし
かたについての学習に自主的に取り
組もうとしている。

③
生
命
を
生
み
出
す

体
へ
の
成
熟
—
１

思春期には，下垂体から分泌される性腺刺激ホル
モンのはたらきにより生殖器官の発育とともに生殖
機能が発達することを理解している。

生殖に関わる機能の成熟につい
て，課題を発見し，その解決に向け
て思考し判断しているとともに，そ
れらを表現している。

生殖に関わる機能の成熟について
の学習に自主的に取り組もうとして
いる。

③
生
命
を
生
み
出
す

体
へ
の
成
熟
—
２

思春期になると，男子では射精，女子では月経が
見られ，妊娠が可能となること，思春期は，生命を
生み出すことのできる体へと成熟する時期であるこ
とを理解している。

生殖に関わる機能の成熟につい
て，課題を発見し，その解決に向け
て思考し判断しているとともに，そ
れらを表現している。

生殖に関わる機能の成熟について
の学習に自主的に取り組もうとして
いる。



④
思
春
期
の
心
の

変
化
へ
の
対
応

思春期には，体の変化にともない，個人差はある
が，性衝動が生じたり，性への関心が高まったりす
ることがあること，そのため，異性の尊重，性情報
への対処など性に関する適切な態度や行動の選択が
必要となることを理解している。

思春期の心の変化や異性の尊重，
性情報への対処など性に関する適切
な態度や行動の選択について，課題
を発見し，その解決に向けて思考し
判断しているとともに，それらを表
現している。

思春期の心の変化や異性の尊重，
性情報への対処など性に関する適切
な態度や行動の選択についての学習
に自主的に取り組もうとしている。

⑤
考
え
る
心
・
感
動

す
る
心
の
発
達

知的機能，情意機能は生活経験や学習などの影響
を受けながら，脳の発達とともに発達することを理
解している。

心のはたらきや発達のしかたにつ
いて，課題を発見し，その解決に向
けて思考し判断しているとともに，
それらを表現している。

心のはたらきや発達のしかたにつ
いての学習に自主的に取り組もうと
している。

⑥
人
と
の
関
わ
り
と

自
分
ら
し
さ

中学生の時期は社会性が発達すること，自己を認
識し，自分なりの価値観を身に付けていくなどの自
己形成がなされることを理解している。

人との関わりと自己形成につい
て，課題を発見し，その解決に向け
て思考し判断しているとともに，そ
れらを表現している。

人との関わりと自己形成について
の学習に自主的に取り組もうとして
いる。

⑦
欲
求
へ
の
対

処 欲求には，生理的な欲求と心理的，社会的な欲求
があること，心の健康を保つには，欲求に適切に対
処することが必要であることを理解している。

欲求への適切な対処と心の健康に
ついて，課題を発見し，その解決に
向けて思考し判断しているととも
に，それらを表現している。

欲求への適切な対処と心の健康に
ついての学習に自主的に取り組もう
としている。

⑧
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
処

心の健康を保つには，ストレスに適切に対処する
ことが必要であることを理解している。また，リラ
クセーションなど，ストレスによる心身の負担を軽
くするような対処の方法を身に付けている。

ストレスへの適切な対処と心の健
康について，課題を発見し，その解
決に向けて思考し判断しているとと
もに，それらを表現している。

ストレスへの適切な対処と心の健
康についての学習に自主的に取り組
もうとしている。



⑨
心
と
体
の
関

わ
り

心と体には，互いに影響を与え合っていること，
心の状態が体にあらわれたり，体の状態が心にあら
われたりするのは，神経などのはたらきによること
を理解している。

心と体の関わりについて，課題を
発見し，その解決に向けて思考し判
断しているとともに，それらを表現
している。

心と体の関わりについての学習に
自主的に取り組もうとしている。


